




















































































































第一端末室 FMR(*15) 62+1(教官) 演習
第二端末室 FMR(*15) 10 自習
第二端末室 S-4jEC(17) 19 小クラス演習、自習|
S-4jIX(19) 1 









































・テキストエディタ -UNIX標準の viと無償ソフトの代表格である GNUemacsで日
本語が扱える。日本語入力には、 viの;場合は kinput2を、 emacsの場合は eggを使
うことを想定している。なお、センターの標準設定では、両者のキ}操作を可能な範
囲で同じに設定しであるので、片方を知っていればもう一方は容易である。





































































資源 担当教官 (e?OOO) 学生 (e?xxx)
1プロセスの最大 CPU時間 600 sec 180 sec 

















# 1. newsgroup limitation 
set nrc=-$TEACHER/Newsrc 
if ( -f $nrc && -f $HOME/.newsrc )七hen
cp $nrc $HOME/.newsrc 
endif 
# 2. emacs 
se七 erc=-$TEACHER/Emacs.st
if ( -f $erc && -f $HOME/.emacs ) then 
cp $erc $HOME/.emacs 
endif 




2. emacs用の .emacsの手本(教官が自身のホームディレクトリ下に Emacs.stという名前で作
成)を一番はじめだけコピーしてくるo



































r. lpr -Popena file ー〉実際は、 elprが起動される。
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